
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

戸
　
　
崎
　
　
志

峰

は
じ
め
に

　
『
平
家
物
語
』
に
は
様
々
な
諸
本
が
存
在
す
る
。
お
お
よ
そ
、
語
り
本
系
諸

本
と
読
み
本
系
諸
本
に
二
分
さ
れ
る
も
の
の
、
系
統
論
の
模
索
は
現
在
に
ま
で

　
　
　
　
（
１
一

至
っ
て
い
る
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
（
以
下
延
慶
本
と

記
す
）
は
読
み
本
系
諸
本
の
一
つ
で
あ
る
が
、
語
り
本
系
諸
本
と
読
み
本
系
諸

本
を
分
け
る
大
き
な
特
徴
の
一
っ
と
し
て
、
頼
朝
挙
兵
話
群
を
関
東
の
視
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
２
）

記
述
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
読
み
本
系
諸
本
の
中
で
も
延
慶
本
は
、
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
３
一

朝
の
果
報
の
め
で
た
さ
を
語
っ
て
、
物
語
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。

　
物
語
は
清
盛
や
義
仲
等
の
様
に
、
頼
朝
に
つ
い
て
多
く
を
語
ら
な
い
が
、
物

語
に
お
け
る
頼
朝
の
捉
え
方
と
位
置
づ
け
如
何
で
、
『
平
家
物
語
』
の
内
容
は

大
き
く
異
な
り
、
『
平
家
物
語
』
に
お
い
て
頼
朝
は
、
看
過
す
る
事
の
出
来
な

い
人
物
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
延
慶
本
に
お
け
る
頼
朝
の
捉
え
方
や
位

　
　
　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

置
付
け
を
問
う
事
は
、
延
慶
本
を
読
み
解
く
一
視
角
と
も
な
り
得
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
軍
記
物
語
に
お
い
て
も
、
ま
た
頼
朝
を
捉
え
る
上
で
も
、
不
可
欠

な
要
素
で
あ
る
「
武
士
」
と
い
う
も
の
が
、
延
慶
本
に
お
い
て
は
如
何
な
る
も

の
か
探
る
事
か
ら
始
め
た
い
。
そ
し
て
武
士
と
い
う
視
点
か
ら
延
慶
本
に
お
け

る
頼
朝
の
一
面
に
迫
っ
て
行
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

延
慶
本
に
お
け
る
武
士

　
延
慶
本
に
お
け
る
武
士
と
い
う
も
の
を
考
え
る
に
あ
た
り
興
味
深
い
の
が
、

渥
美
か
を
る
氏
が
「
清
盛
の
心
中
の
悪
玉
を
指
摘
し
た
も
の
」
と
見
解
を
示
さ

　
一
４
）

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ロ
ア
ケ
説
話
」
（
第
一
本
・
四
「
清
盛
繁
昌
之
事
」
）
で
あ

一
５
）る

。
説
話
は
清
盛
が
「
武
士
ノ
大
将
ヲ
ス
ル
者
ハ
、
天
ヨ
リ
精
（
武
士
ノ
精
。

筆
者
付
す
）
ヲ
授
ル
」
と
い
う
夢
を
見
て
、
驚
い
て
目
を
覚
ま
し
口
を
開
け
た



　
　
　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ド

所
、
「
鳥
ノ
子
ノ
様
ナ
ル
物
ノ
極
ツ
メ
タ
キ
ヲ
、
三
喉
へ
入
」
り
、
そ
れ
か
ら

清
盛
は
「
心
モ
武
ク
著
リ
ハ
ジ
メ
」
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
た
っ
た
四
行
と
い
う
短
い
清
盛
の
説
話
で
は
あ
る
が
、
清
盛
が
「
心
モ
武
ク

奮
リ
ハ
ジ
メ
」
る
原
因
と
な
っ
た
、
こ
の
「
武
士
ノ
精
」
と
い
う
も
の
は
大
変

興
味
深
い
。
「
武
士
ノ
精
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
そ
れ
は
武
士
の
魂
と
も
い
え

る
も
の
で
あ
り
、
武
士
の
本
質
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
武
士
の
本
質
を
表
す
と
思
わ
れ
る
「
武
士
ノ
精
」
を
授
か
っ
た
後
、
「
心
モ

武
ク
奮
リ
ハ
ジ
メ
」
た
と
い
う
清
盛
の
変
化
か
ら
考
察
す
る
と
、
延
慶
本
に
お

け
る
武
士
と
は
、
「
武
」
き
”
荒
々
し
さ
”
と
「
著
」
る
”
無
法
性
”
を
持
っ

た
存
在
な
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
そ
れ
は
、
延
慶
本
に
お
い
て
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例

え
ば
義
伸
は
、

　
　
已
上
九
ヶ
度
歎
ノ
軍
ヲ
シ
ツ
レ
ド
モ
、
一
度
敵
二
後
ヲ
見
セ
ズ
。
十
善
帝

　
　
王
ニ
テ
オ
ワ
ス
ト
テ
モ
、
甲
ヲ
ヌ
ギ
弓
ヲ
ハ
ズ
シ
テ
、
ヲ
メ
く
ト
降
人

　
　
二
成
ル
ベ
シ
ト
ハ
覚
ヘ
ズ
。
鼓
女
二
頸
切
ラ
レ
ナ
バ
悔
二
益
ア
ル
マ
ジ
。

　
　
法
皇
ハ
無
下
二
思
シ
リ
給
ワ
ヌ
物
哉
。
（
第
四
・
（
廿
三
）
「
木
曽
可
滅
之

　
　
由
法
皇
御
結
構
事
」
下
１
６
２
・
１
）

と
い
う
具
合
に
「
十
善
帝
王
」
で
あ
ろ
う
が
、
法
皇
と
敵
対
す
る
事
に
な
ろ
う

が
、
義
仲
は
「
敵
二
後
ヲ
見
セ
」
る
か
ど
う
か
と
い
う
一
点
を
問
題
と
す
る
。

義
仲
は
王
朝
的
な
秩
序
を
も
の
と
も
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
個
人
的
な
価
直
観
を
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

し
通
し
て
ゆ
く
。
ま
た
法
住
寺
合
戦
の
後
に
は
公
卿
殿
上
人
を
解
官
す
る
等
、

平
家
に
も
増
し
て
悪
行
の
限
り
を
尽
く
す
。
そ
の
よ
う
な
義
仲
の
無
法
を
見
か

ね
た
義
父
・
松
殿
基
房
は
平
家
の
例
を
持
ち
出
し
て
諌
め
る
の
だ
が
、
義
仲
は
、

　
　
物
ノ
心
モ
不
知
一
夷
ナ
レ
ド
モ
、
カ
キ
ク
ド
キ
細
二
被
仰
ケ
レ
バ
、
摩
奉

　
　
リ
ケ
リ
。
サ
レ
ド
モ
猶
本
心
ハ
不
失
ケ
リ
。
「
仏
事
善
事
ヲ
シ
タ
ル
人
ノ

　
　
世
ニ
ア
ラ
バ
、
平
家
コ
ソ
百
廿
年
マ
デ
モ
保
メ
。
弓
矢
ヲ
取
習
、
ニ
ナ
キ

　
　
命
ヲ
奪
ト
セ
ム
敵
ヲ
バ
、
今
ヨ
リ
後
モ
対
向
セ
デ
ハ
ヨ
モ
ア
ラ
ジ
。
我
ガ

　
　
腹
ノ
居
マ
デ
ハ
」
ト
思
フ
ト
モ
、
「
入
道
殿
ヲ
コ
ソ
親
ト
懸
申
タ
レ
。
親

　
　
方
ノ
ア
ラ
ム
事
ヲ
、
子
ト
シ
テ
不
可
背
一
」
ト
云
。
事
ヨ
ゲ
ナ
ル
ゾ
ヲ
カ

　
　
シ
キ
。
（
第
四
・
柑
六
「
木
曽
依
入
道
殿
下
御
教
訓
法
皇
ヲ
奉
宥
事
」
下

　
　
１
７
９
・
ｕ
）

と
一
時
は
基
房
の
言
葉
に
「
摩
」
が
、
結
局
「
我
ガ
腹
ノ
居
マ
デ
ハ
」
と
そ
の

「
本
心
」
を
失
う
事
は
な
か
っ
た
。
義
仲
の
”
荒
々
し
さ
”
と
”
無
法
性
”
は

基
房
の
諌
言
を
も
っ
て
し
て
も
変
え
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
”
荒
々
し
さ
”
と
”
無
法
性
”
と
を
合
わ
せ
持
つ
武
士
は
、
な
に
も
清

盛
や
義
伸
と
い
っ
た
「
武
士
ノ
大
将
」
だ
け
に
限
ら
な
い
。
例
え
ば
梶
原
景
季

で
あ
る
。

　
　
梶
原
ト
申
ハ
大
悪
心
ノ
腹
悪
也
、
死
生
不
知
ノ
切
通
ニ
テ
侍
ケ
ル
ア
ヒ
ダ
、

　
　
生
猿
ト
云
ツ
ル
ヨ
リ
シ
テ
、
身
ヨ
リ
猛
火
ヲ
燃
ケ
ル
。
弓
矢
取
ノ
習
ハ
、

　
　
必
シ
モ
親
ノ
敵
、
宿
世
ノ
敵
ヲ
ノ
ミ
敵
ト
云
カ
。
当
座
ノ
恥
コ
ソ
親
ノ
敵



　
　
ニ
モ
マ
サ
リ
タ
レ
。
コ
レ
程
主
ニ
ニ
ク
マ
レ
奉
タ
ル
景
季
ガ
命
イ
キ
テ
ハ

　
　
ナ
ニ
カ
ハ
ス
ベ
キ
。
口
惜
事
シ
給
ツ
ル
鎌
倉
殿
哉
。
是
ミ
ヨ
カ
シ
（
第
五

　
　
本
・
六
「
梶
原
与
佐
々
木
馬
所
望
事
」
下
１
９
４
・
１
０
）

「
大
悪
心
ノ
腹
悪
」
と
さ
れ
る
景
季
で
は
あ
る
が
、
「
死
生
不
知
」
「
猛
火
ヲ
燃

ケ
ル
」
性
質
の
”
荒
々
し
さ
”
と
、
「
是
ミ
ヨ
カ
シ
」
と
い
う
頼
朝
へ
の
反
逆

と
も
い
え
る
心
情
の
”
無
法
性
”
は
、
ま
さ
に
武
士
の
本
質
を
よ
く
表
し
た
も

の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
既
に
渥
美
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ロ
ア
ケ
説
話
」
の
「
心
モ

武
ク
春
リ
ハ
ジ
メ
」
た
と
い
う
内
容
は
、
「
祇
園
精
舎
の
序
章
ま
で
拡
大
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
６
一

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
有
名
な
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
タ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ロ
ビ

　
　
騎
レ
ル
人
モ
不
久
↓
春
ノ
夜
ノ
夢
尚
長
シ
。
猛
キ
者
モ
終
二
滅
ヌ
。
偏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
マ
ラ

　
　
ヘ
ニ
風
ノ
前
ノ
塵
ト
不
留
↓
　
（
第
一
本
・
一
「
平
家
先
祖
之
事
」
上
１
７
・

　
　
５
）

と
い
う
対
句
も
、
延
慶
本
に
お
け
る
武
士
に
は
意
味
深
く
映
る
の
で
あ
る
。

　
延
慶
本
に
お
い
て
武
士
達
は
「
武
」
き
”
荒
々
し
さ
”
と
「
著
」
る
”
無
法

性
”
と
を
備
え
た
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
の
な
ら
、
武
士
達
は
必
然
的
に
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
タ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ロ
ビ

冒
頭
に
示
さ
れ
た
「
騎
レ
ル
人
モ
不
久
一
」
「
猛
キ
者
モ
終
二
滅
ヌ
」
と
い
う

論
理
に
包
括
さ
れ
て
し
ま
う
。
武
士
の
本
質
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、

そ
れ
は
宿
命
的
な
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
物
語
に
は
滅
び
る
武
士

と
そ
う
で
な
い
武
士
が
存
在
す
る
。
そ
の
明
暗
を
分
け
た
も
の
と
は
一
体
何
だ

　
　
　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
」
に
お
け
る
源
頼
朝

ろ
う
か
。

二
、
武
士
の
明
暗

　
滅
び
る
者
と
そ
う
で
な
い
者
の
明
暗
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
注
目
さ
れ
る

の
は
頼
朝
の
存
在
で
あ
る
。
義
仲
、
行
家
、
頼
朝
を
巡
る
記
事
の
中
に
、
義
仲

等
と
頼
朝
の
行
為
を
、
「
著
」
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
画
し
た
要
因
と

思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
長
く
な
る
が
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
全
文
を
引
用
す

る
。　

　
或
時
行
家
、
兵
衛
佐
ノ
許
へ
文
ニ
テ
云
ヤ
リ
タ
リ
ケ
ル
ハ
、
「
行
家
ハ
御

　
　
代
官
ト
シ
テ
、
美
乃
国
墨
俣
へ
向
事
十
一
度
、
八
ケ
度
ハ
勝
テ
一
ニ
ケ
度
ハ

　
　
負
ヌ
。
子
息
ヲ
始
ト
シ
テ
、
家
子
郎
等
ド
モ
多
ク
打
ト
ラ
レ
テ
、
歎
申
ハ

　
　
カ
リ
ナ
シ
。
国
一
ケ
所
預
タ
ベ
。
是
等
ガ
孝
養
セ
ム
」
ト
ゾ
書
タ
リ
ケ
ル
。

　
　
兵
衛
佐
ノ
モ
ト
ヨ
リ
即
返
事
有
。
「
木
曽
冠
者
、
信
乃
上
野
ノ
勢
ニ
テ
、

北
陸
道
七
ケ
国
打
取
テ
、
既
九
ケ
国
ガ
主
ニ
ナ
リ
テ
侯
。
頼
朝
ハ
六
ケ
国

コ
ソ
打
シ
ナ
ヘ
テ
侯
へ
。
御
辺
モ
イ
ク
ラ
ノ
国
ヲ
打
取
ト
モ
、
御
心
ニ
テ

コ
ソ
候
ハ
メ
。
サ
テ
コ
ソ
院
内
見
参
ニ
モ
入
セ
給
テ
、
打
取
国
何
ケ
国
ト

モ
、
注
申
サ
レ
テ
給
ワ
ラ
セ
給
ハ
メ
。
当
時
頼
朝
ガ
支
配
ニ
テ
国
庄
ヲ
人

二
分
給
ベ
シ
ト
云
仰
ヲ
モ
カ
ブ
リ
侯
ワ
ズ
」
ト
有
ケ
レ
バ
、
行
家
「
兵
衛

佐
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
、
ヨ
ニ
有
ム
コ
ト
コ
ソ
ア
リ
ガ
タ
ケ
レ
。
木
曽
冠
者
ヲ
侍

ム
」
（
第
一
二
末
・
七
「
兵
衛
佐
与
木
曽
不
和
二
成
事
」
下
１
４
・
１
８
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

頼
朝
の
「
御
辺
モ
イ
ク
ラ
ノ
国
ヲ
打
取
ト
モ
、
御
心
ニ
テ
コ
ソ
侯
ハ
メ
」
と
い

う
行
家
へ
の
言
葉
か
ら
も
分
か
る
様
に
、
頼
朝
に
も
”
荒
々
し
さ
”
と
共
に
、

武
士
の
本
質
”
無
法
性
”
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
頼
朝
は
同
時
に
、
「
サ
テ

コ
ソ
院
内
見
参
ニ
モ
入
セ
給
テ
、
打
取
国
何
ケ
国
ト
モ
、
注
申
サ
レ
テ
給
ワ
ラ

セ
給
ハ
メ
。
当
時
頼
朝
ガ
支
配
ニ
テ
国
庄
ヲ
人
二
分
給
ベ
シ
ト
云
仰
ヲ
モ
カ
ブ

リ
侯
ワ
ズ
」
と
返
事
し
て
い
る
様
に
、
「
打
取
国
何
ケ
国
ト
モ
、
注
申
サ
レ
テ

給
ワ
ラ
セ
給
ハ
メ
」
と
い
う
物
事
の
是
非
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
当
時

頼
朝
ガ
支
配
ニ
テ
国
庄
ヲ
人
二
分
給
ベ
シ
ト
云
仰
ヲ
モ
カ
ブ
リ
侯
ワ
ズ
」
と
い

う
正
誤
の
判
断
が
頼
朝
に
は
出
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
頼
朝
は
”
荒
々
し
さ
”
と
”
無
法
性
”
と
を
合
わ
せ
持
つ
武
士
で
あ
る
が
、

物
事
の
是
非
を
心
得
、
己
の
分
を
弁
え
て
い
る
た
め
、
物
事
の
道
理
に
適
う
行

動
を
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。

　
頼
朝
以
外
に
も
武
士
で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
武
士
達
と
は
一
線
が
引
か
れ
て

い
る
人
物
は
在
存
す
る
。
例
え
ば
、
物
語
が
終
始
称
揚
し
て
い
る
平
重
盛
が
挙

げ
ら
れ
る
。
し
か
し
殿
下
乗
合
事
件
で
、
孫
の
資
盛
の
受
け
た
恥
辱
を
晴
ら
そ

う
と
す
る
清
盛
に
対
し
て
、
重
盛
は
相
手
が
摂
政
で
あ
る
松
殿
基
房
だ
か
ら
清

盛
を
制
止
し
、
否
定
す
る
も
の
の
、

　
　
頼
政
、
時
光
躰
ノ
源
氏
ナ
ム
ド
ニ
ア
ザ
ム
カ
レ
タ
ラ
バ
、
誠
二
恥
辱
ニ
テ

　
　
モ
侯
ナ
ム
（
第
一
本
・
十
六
「
平
家
殿
下
二
恥
見
セ
奉
ル
事
」
上
５
９
・

　
　
ｕ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

と
相
手
が
源
氏
の
頼
政
、
時
光
と
い
っ
た
同
じ
武
士
で
あ
る
の
な
ら
、
清
盛
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

恥
辱
を
晴
ら
す
と
い
う
行
為
を
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
理
想
的
な
人
物
と
し
て

描
か
れ
る
重
盛
で
さ
え
、
武
士
の
”
荒
々
し
さ
〃
と
”
無
去
性
〃
と
い
う
本
質

は
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
重
盛
も
ま
た
、
頼
朝
と
同
じ

く
物
事
の
是
非
を
弁
え
る
者
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

　
　
法
皇
此
事
ヲ
聞
召
テ
、
「
今
二
始
メ
ヌ
事
ナ
レ
ド
モ
、
重
盛
ガ
心
ノ
中
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
タ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
ソ
恥
シ
ケ
レ
。
錐
ヲ
バ
以
恩
一
報
ゼ
ヨ
ト
云
文
ア
リ
。
丸
ハ
ハ
ヤ
錐
ヲ
バ

　
　
恩
ニ
テ
報
ゼ
ラ
レ
ニ
ケ
リ
」
ト
仰
ア
リ
ケ
ル
ト
ゾ
聞
ヘ
シ
。
（
第
一
末
・

　
　
十
九
「
重
盛
軍
兵
被
集
事
付
周
幽
王
事
」
上
１
５
４
・
７
）

と
い
う
事
が
起
き
る
の
で
あ
る
。
鹿
谷
事
件
が
発
覚
し
、
清
盛
が
怒
り
を
露
に

す
る
中
で
、
重
盛
は
子
と
し
て
、
臣
下
と
し
て
ま
さ
に
理
想
的
な
行
動
を
取
り
、

そ
の
姿
は
さ
な
が
ら
法
の
体
現
者
と
言
う
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
分
別

の
あ
る
重
盛
の
行
為
を
見
て
、
軽
々
し
く
鹿
谷
事
件
に
関
与
し
た
法
皇
は
己
の

行
為
を
恥
じ
て
い
る
。
末
代
に
お
い
て
物
事
の
是
非
を
弁
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

社
会
の
頂
点
に
立
つ
者
で
さ
え
恥
じ
入
ら
さ
せ
る
事
を
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
物
語
は
度
々
、
朝
夕
に
物
事
が
変
わ
っ
て
行
く
様
や
、
宣
旨
や
院
宣
で
す
ら

そ
の
例
外
で
は
な
い
事
を
叙
述
す
る
。
末
法
の
世
に
あ
っ
て
、
既
存
の
価
値
観

が
転
倒
し
て
行
く
中
で
、
武
士
達
は
そ
の
本
質
を
外
に
向
け
、
無
法
の
限
り
を

尽
く
す
。
ま
た
朝
家
や
公
家
、
仏
法
に
携
わ
る
も
の
と
て
物
語
は
例
外
と
は
し

て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
物
語
は
、
世
の
人
々
が
「
著
」
る
無
秩
序
な
状
態
の
中



で
、
分
別
を
持
っ
た
行
動
を
取
る
事
の
出
来
る
自
制
的
、
自
律
的
な
人
物
を
称

揚
し
て
い
る
。
重
盛
の
例
が
そ
の
よ
い
例
で
あ
ろ
う
。

　
頼
朝
も
他
の
武
士
と
同
様
、
”
荒
々
し
さ
”
と
”
無
法
性
”
と
を
合
わ
せ
持

っ
た
武
士
で
は
あ
る
が
、
分
別
を
持
っ
た
者
で
あ
る
が
故
に
自
制
的
で
自
律
的

な
人
物
で
あ
り
得
た
。
そ
れ
ゆ
え
末
法
の
世
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
本
質
が
言
動

に
結
び
付
い
て
「
著
」
る
事
も
な
く
、
武
士
の
宿
命
と
も
い
え
る
序
の
滅
亡
の

論
理
か
ら
頼
朝
は
免
れ
る
事
が
出
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
数
多

の
「
将
軍
」
と
な
る
可
能
性
を
有
し
た
武
士
が
、
そ
の
本
質
を
剥
き
出
し
に
し

て
「
著
」
り
、
滅
亡
の
論
理
か
ら
逃
れ
る
事
が
出
来
ず
に
身
を
滅
ぼ
し
て
い
っ

た
中
で
、
頼
朝
一
人
が
「
将
軍
」
と
な
り
お
お
せ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
か
。

三
、
第
六
末
・
廿
一

「
斉
藤
五
長
谷
寺
へ
尋
行
事
」
の
注
進

　
頼
朝
の
分
別
を
考
え
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
の
が
、
第
六
末
・
廿
一
「
斉

藤
五
長
谷
寺
へ
尋
行
事
」
、
廿
二
「
十
郎
蔵
人
行
家
被
搦
事
付
人
々
被
解
官
事
」

に
あ
る
頼
朝
の
注
進
で
あ
る
。
そ
の
注
進
の
内
容
は
京
の
公
家
達
の
解
官
・
議

奏
人
々
や
兼
実
内
覧
の
推
挙
（
第
六
末
・
廿
一
）
、
兼
実
摂
籔
推
挙
（
第
六

末
・
廿
二
）
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。

　
廿
一
「
斉
藤
五
長
谷
寺
へ
尋
行
事
」
に
載
せ
る
頼
朝
の
注
進
は
、
『
愚
管
抄
』

で
慈
円
が
「
コ
レ
ニ
テ
サ
ヨ
ト
人
二
思
ハ
セ
ケ
リ
。
コ
レ
マ
デ
モ
イ
ミ
ジ
ク
ハ

　
　
　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

カ
ラ
イ
タ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
」
一
巻
第
五
「
後
鳥
羽
」
２
７
０
・
８
）
と
記
し
て
い

る
様
に
、
そ
の
内
容
は
当
時
の
京
の
政
治
情
勢
を
よ
く
考
慮
し
た
も
の
で
、
頼

朝
の
政
治
能
力
の
高
さ
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ど
ん
な
に
よ
く

考
え
ら
れ
た
公
家
の
解
官
や
内
覧
の
推
挙
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
頼
朝
が
注
進

で
言
っ
て
寄
越
し
た
事
は
間
違
い
な
く
武
家
に
よ
る
公
家
の
権
利
の
侵
害
で
あ

る
。
清
盛
の
治
承
３
年
ｕ
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
や
、
義
仲
の
寿
永
２
年
ｕ
月
の

ク
ー
デ
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
様
な
、
武
力
に
も
の
を
言
わ
せ
た
凶
行
で
は
な
か

っ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
行
為
自
体
は
両
者
と
同
じ
武
家
の
朝
廷
政
治
へ
の
介

　
　
　
　
　
　
　
　
一
８
〕

入
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

　
『
玉
葉
』
で
兼
実
は
「
此
事
、
芽
以
不
可
然
」
（
文
治
元
・
１
２
・
２
７
一
と
こ
の

頼
朝
の
注
進
を
は
っ
き
り
と
否
定
し
、
即
時
経
房
を
招
い
て
「
消
息
折
紙
等
」

を
託
し
、
院
に
「
近
日
武
士
奏
請
事
、
不
論
是
非
有
施
行
、
価
若
無
左
右
被
宣

下
者
、
後
悔
無
益
、
価
忌
悼
遮
以
西
言
上
也
」
（
同
）
と
言
上
し
て
い
る
。
し

か
し
延
慶
本
に
描
か
れ
て
い
る
頼
朝
の
注
進
は
、
そ
の
様
な
捉
え
方
が
さ
れ
て

い
た
事
を
、
微
塵
に
も
感
じ
さ
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
延
慶
本
は
頼
朝

の
注
進
を
否
定
す
る
ど
こ
ろ
か
、

　
　
十
二
月
十
七
日
、
源
二
位
ノ
申
状
二
任
テ
、
大
蔵
卿
泰
経
、
右
馬
権
頭
経

　
　
仲
（
中
略
）
同
晦
日
、
解
官
井
流
人
宣
旨
ヲ
被
下
一
ケ
リ
。
（
中
略
）
頼

　
　
経
朝
臣
ハ
安
房
へ
配
流
之
申
被
宣
下
一
ケ
リ
。
威
君
一
僑
臣
一
不
異
平

　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
将
４
時
政
巳
執
二
■
天
下
之
権
一
弘
惣
三
衆
人
之
心
二
ー
レ
バ
、
諸
公
卿
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

　
　
大
連
三
緊
綬
於
座
右
）
並
三
一
翠
楊
於
門
下
三
ケ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
去
廿
六
日
、
可
預
議
奏
一
人
々
ノ
交
名
ヲ
、
源
二
位
、
自
関
東
注
進
ス
。

　
　
右
大
臣
兼
実
、
（
中
略
）
今
度
源
二
位
住
進
状
二
入
レ
ル
人
ハ
、
其
威
ヲ

　
　
　
　
　
　
一
フ

　
　
振
ヒ
、
不
入
一
人
ハ
、
其
勢
ヲ
失
フ
。
世
ノ
重
ジ
人
ノ
帰
ス
ル
コ
ト
、
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
将
二
万
倍
セ
リ
。
是
人
ノ
非
成
一
天
ノ
所
ヒ
与
也
。
右
大
臣
可
一
ヒ
按
ヒ

　
　
下
二
内
覧
宣
旨
一
之
由
、
同
被
申
一
タ
リ
ケ
レ
バ
、
法
皇
ヨ
リ
、
「
政
務
雅

　
　
不
三
足
三
箕
器
二
蕪
三
可
レ
一
譲
三
入
問
二
一
」
。
自
然
二
口
入
ス
。
此
不

　
　
意
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
「
与
今
頼
朝
卿
有
リ
」
（
ト
）
申
ケ
ル
（
第
六
末
・
廿
一

　
　
「
斉
藤
五
長
谷
寺
へ
尋
行
事
」
下
４
９
８
・
２
）

そ
の
叙
述
は
「
政
務
雅
不
三
足
…
其
器
二
無
三
可
レ
譲
三
入
問
三
」
、
「
与
今

頼
朝
卿
有
リ
」
と
、
法
皇
に
よ
っ
て
頼
朝
の
政
治
能
力
は
評
価
さ
れ
、
頼
朝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

注
進
を
法
皇
は
許
容
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
頼
朝
の
注
進
を
否
定
的
に
捉
え
る
材
料
に
目
さ
れ
て
い
る
「
威
君
一
借

臣
一
不
異
平
将
二
と
い
う
悪
評
に
し
て
も
、
確
か
に
頼
朝
に
対
す
る
悪
評
と

い
う
解
釈
も
否
定
出
来
な
い
。
だ
が
こ
の
悪
評
は
頼
朝
の
行
為
を
い
う
の
で
は

な
く
『
玉
葉
』
『
吉
記
』
『
吾
妻
鏡
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
注
進
で
、
頼
朝
が

「
解
官
事
」
の
条
の
後
に
「
同
意
行
家
義
経
、
欲
乱
天
下
之
凶
臣
也
」
（
『
玉
葉
』

文
治
元
・
１
２
・
２
７
）
と
付
す
の
と
同
様
、
注
進
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
人
に
向
け

ら
れ
た
も
の
だ
と
も
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
頼
朝
の
注
進
で
「
解
官
」
の
条
で
挙
げ
ら
れ
た
者
は
「
威
君
一
借
臣
一
不
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

平
将
一
」
、
「
議
奏
公
卿
」
の
条
で
挙
げ
ら
れ
た
者
は
「
世
ノ
重
ジ
人
ノ
帰
ス
ル

コ
ト
、
平
将
二
万
倍
セ
リ
」
と
、
「
平
将
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、
対
の
関
係

を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
頼
朝
の
注
進
を
巡
っ
て
没

落
と
繁
栄
と
い
う
二
極
的
な
結
末
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。　

こ
の
様
に
解
す
る
と
一
連
の
文
脈
は
、
見
事
に
整
合
性
を
保
ち
得
る
。
解
官

の
注
進
で
は
「
威
君
一
借
臣
一
」
輩
の
処
罰
を
求
め
た
の
で
、
人
々
は
頼
朝
に

心
を
寄
せ
、
そ
の
名
代
で
あ
る
時
政
の
も
と
に
集
っ
た
。
ま
た
頼
朝
の
注
進
は

天
の
配
剤
に
添
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
為
、
「
議
奏
公
卿
」
の
注
進
に
入
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

人
々
の
繁
栄
は
「
是
人
ノ
非
成
一
天
ノ
所
三
与
也
」
と
評
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

は
総
じ
て
頼
朝
の
政
治
能
力
を
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
法
皇
は
こ

れ
ら
を
通
し
て
頼
朝
を
高
く
評
価
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
延
慶
本
の
他
で
は
『
源
平
盛
衰
記
』
（
以
下
盛
衰
記
と
記
す
）
の
み
頼
朝
の

注
進
を
載
せ
る
。
し
か
し
盛
衰
記
は
、

　
　
右
大
臣
、
可
レ
被
レ
下
二
内
覧
宣
旨
之
申
同
被
レ
申
た
り
け
れ
ば
、
法
皇

　
　
も
頼
朝
卿
任
二
申
入
之
旨
一
於
レ
今
者
世
事
偏
可
レ
被
二
計
行
一
と
、
被
レ
仰

　
　
け
れ
ば
、
右
府
頻
に
被
二
嫌
譲
申
一
け
り
。
（
勢
巻
第
４
６
「
悶
官
恩
賞

　
　
人
々
」
１
１
６
１
・
６
）

と
頼
朝
の
注
進
を
法
皇
は
受
け
い
れ
は
す
る
が
「
於
レ
今
者
世
事
偏
可
レ
被
二
計

行
一
」
と
い
う
台
詞
は
兼
実
に
向
け
ら
れ
、
記
事
は
兼
実
の
返
答
で
閉
じ
ら
れ



て
い
て
、
法
皇
の
頼
朝
へ
の
評
価
を
欠
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
頼
朝
の
注
進
は
、
第
五
末
・
什
五
「
兵
衛
佐
院
へ
条
々
申
上
給
事
」
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
『
長
門
本
平
家
物
語
』
一
以
下
長
門
本
と
記
す
）
、
盛
衰

記
に
も
見
ら
れ
る
一
が
、

　
　
兵
衛
佐
ヨ
リ
院
へ
被
申
ケ
ル
状
云
、

　
　
源
頼
朝
謹
（
　
）
奏
聞
条
々
事

　
　
一
朝
務
以
下
除
目
等
事

　
　
右
守
■
二
先
規
二
殊
可
■
レ
施
二
二
徳
政
↓
但
諸
国
受
領
等
、
尤
可
レ
有
■
二
■
御

　
　
沙
汰
二
侯
歎
。
東
国
北
国
両
道
国
々
、
追
二
討
謀
叛
輩
一
■
之
間
、
如
－
レ
■

　
　
元
土
民
、
白
ー
レ
■
今
者
、
浪
人
等
帰
二
住
旧
里
、
一
可
レ
令
二
安
堵
二
－
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
然
者
、
来
秋
之
時
、
被
■
レ
」
（
仰
）
二
国
司
一
被
■
ヒ
行
－
二
」
吏
務
一
者
、
可
レ
■
宜

　
　
侯
。

　
　
一
平
家
追
討
事

　
　
（
中
略
）
於
二
一
勲
功
賞
一
者
、
其
後
頼
朝
可
二
計
申
上
二
■
侯
。
一
略
一
一
第

　
　
五
末
・
柑
五
「
兵
衛
佐
院
へ
条
々
申
上
給
事
」
下
３
５
９
・
１
６
）

と
い
う
も
の
で
、
長
門
本
、
盛
衰
記
共
に
延
慶
本
と
同
文
だ
が
、
盛
衰
記
に
は

「
元
暦
元
年
十
一
月
日
　
従
四
位
下
　
源
頼
朝
」
と
い
う
日
付
と
自
署
が
あ
り
、

　
　
大
膳
大
夫
成
忠
卿
此
旨
を
被
奏
聞
。
法
皇
叡
覧
有
て
、
頼
朝
は
賢
人
成
け

　
　
る
に
や
と
ぞ
仰
せ
け
る
（
彌
巻
第
４
１
「
頼
朝
条
々
奏
聞
」
１
０
３
３
・

　
　
１
４
）

　
　
　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

と
奏
聞
の
経
緯
と
法
皇
の
頼
朝
へ
の
評
価
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
全
く
危
険

性
を
孕
ま
ぬ
第
五
末
・
廿
五
「
兵
衛
佐
院
へ
条
々
中
上
給
事
」
の
注
進
で
評
価

さ
れ
る
の
と
、
明
か
に
朝
廷
政
治
に
介
入
し
て
い
る
第
六
末
・
廿
一
「
斉
藤
五

長
谷
寺
へ
尋
行
事
」
の
注
進
で
評
価
さ
れ
る
の
で
は
、
頼
朝
の
人
物
造
形
に
与

え
る
影
響
は
比
す
べ
く
も
無
い
。
盛
衰
記
は
『
玉
葉
』
の
様
な
頼
朝
の
注
進
に

対
す
る
物
語
の
外
側
の
捉
え
方
に
引
き
ず
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
は
清
盛
や
義
仲

の
先
例
が
存
在
し
、
同
一
視
さ
れ
る
危
険
性
を
問
題
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

一
川
一

う
か
。

　
だ
が
物
語
の
叙
述
が
象
る
人
物
像
の
点
か
ら
い
え
ば
、
盛
衰
記
の
様
に
こ
の

注
進
一
延
慶
本
で
は
第
六
末
・
廿
一
、
盛
衰
記
で
は
勢
巻
第
４
６
）
で
法
皇
の
頼

朝
へ
の
評
価
が
暖
味
で
あ
る
と
、
清
盛
や
義
仲
の
先
例
が
あ
る
だ
け
に
、
頼
朝

の
人
物
像
は
危
険
性
を
孕
む
も
の
と
も
映
り
得
る
の
で
あ
る
。
対
し
て
前
述
の

考
察
の
様
に
積
極
的
に
頼
朝
の
注
進
（
第
六
末
・
廿
一
）
が
肯
定
さ
れ
て
い
る

と
捉
え
た
場
合
、
延
慶
本
の
そ
れ
は
法
皇
の
許
容
と
い
う
形
で
注
進
は
無
害
化

さ
れ
、
危
険
の
な
い
も
の
と
し
て
王
朝
的
な
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
そ
し
て
同
様
に
、
頼
朝
の
注
進
と
い
う
行
為
が
清
盛
や

義
仲
の
よ
う
に
”
無
法
性
”
の
表
出
さ
れ
た
「
著
り
」
で
あ
る
と
捉
え
に
く
い

叙
述
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
能
力
は
、

む
し
ろ
頼
朝
を
「
将
軍
」
た
ら
し
め
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

七



『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

四
、

第
六
末
・
廿
二
「
十
郎
蔵
人
行
家
被
搦
事
付
人
々
被

解
官
事
」
の
注
進
と
経
宗
の
謝
罪

　
兼
実
摂
鐘
就
任
を
巡
る
、
第
六
末
・
廿
二
「
十
郎
蔵
人
行
家
被
搦
事
付
人
々

被
解
官
事
」
の
頼
朝
の
注
進
は
、
延
慶
本
で
は
以
下
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
二
月
七
日
、
右
大
臣
月
蛤
殿
摂
録
セ
サ
セ
給
ベ
キ
ョ
シ
、
源
二
位
被
取

　
　
申
ト
聞
シ
程
二
、
内
覧
ノ
宣
旨
ノ
下
タ
リ
シ
ヲ
、
「
昌
泰
ノ
比
ヲ
ヒ
、
北

　
　
野
天
神
、
本
院
ノ
大
臣
相
並
テ
内
覧
ノ
事
有
シ
外
、
幼
主
ノ
御
時
ナ
ラ
ビ

　
　
テ
内
覧
ノ
例
ナ
シ
」
ト
、
右
ノ
大
臣
被
仰
ケ
レ
バ
、
次
年
ノ
三
月
十
三
日
、

　
　
摂
録
ノ
詔
書
ク
ダ
リ
キ
。
前
ノ
日
、
院
ヨ
リ
右
少
弁
定
長
ヲ
御
使
ニ
テ
、

　
　
右
大
臣
摂
録
ノ
事
、
頼
朝
卿
猶
取
申
之
由
、
近
衛
院
普
賢
寺
殿
へ
申
サ
セ

　
　
給
タ
リ
ケ
レ
バ
、
忽
二
門
サ
シ
ニ
ケ
リ
。
（
中
略
）
右
ノ
大
臣
ハ
カ
ウ
サ

　
　
ビ
テ
九
条
二
御
坐
ケ
ル
ガ
、
保
元
平
治
ヨ
リ
此
方
、
世
ノ
ミ
ダ
レ
打
ツ
“

　
　
キ
テ
、
人
ノ
損
タ
ル
事
ヒ
マ
ナ
キ
ヲ
、
朝
夕
歎
思
召
ケ
ル
陰
信
空
シ
カ
ラ

　
　
ズ
、
陽
報
忽
二
顕
レ
ニ
ケ
ル
ヤ
ラ
ム
、
カ
・
ル
御
悦
有
ケ
リ
。
甲
斐
く

　
　
シ
ク
ミ
ダ
レ
タ
ル
世
ヲ
治
メ
、
ス
タ
レ
タ
ル
事
ヲ
ヲ
コ
シ
給
ケ
リ
。

　
　
　
二
月
十
日
、
左
府
経
宗
ノ
使
者
、
筑
後
介
兼
能
、
関
東
ヨ
リ
帰
洛
ス
。

　
　
此
ハ
義
経
ガ
申
給
官
符
ノ
事
二
、
難
レ
遁
二
臣
客
一
猶
被
怖
畏
テ
、
被
謝

　
　
遣
一
タ
リ
ケ
レ
バ
、
謀
反
ノ
輩
二
仰
テ
可
被
諌
頼
朝
之
由
風
聞
之
間
、

　
　
恐
々
給
之
処
、
今
散
不
審
之
由
返
答
セ
ラ
レ
ケ
ル
間
、
左
府
被
成
安
堵
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
ヲ

　
　
思
一
ケ
リ
。
（
第
六
末
・
廿
二
「
十
郎
蔵
人
行
家
被
搦
事
付
人
々
被
解
官

　
　
事
」
下
５
０
４
・
１
５
）

兼
実
摂
鐘
就
任
つ
い
て
は
長
門
本
、
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
（
以
下
四
部

本
と
記
す
）
、
『
屋
代
本
平
家
物
語
』
（
但
し
屋
代
本
で
は
内
覧
就
任
と
す
る
。

以
下
屋
代
本
と
記
す
）
に
記
さ
れ
る
。

　
盛
衰
記
に
お
い
て
は
、
延
慶
本
の
第
六
末
・
廿
二
「
十
郎
蔵
人
行
家
被
搦
事

付
人
々
被
解
官
事
」
に
み
ら
れ
る
兼
実
摂
籔
就
任
の
経
緯
に
つ
い
て
は
全
く
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
先
に
触
れ
た
延
慶
本
で
い
う
第
六
末
・
廿
一
「
斉
藤
五
長

谷
寺
へ
尋
行
事
」
の
頼
朝
の
注
進
の
中
に
、
「
右
府
頻
に
被
嫌
譲
申
け
り
」
と

い
う
兼
実
の
拒
否
だ
け
で
経
緯
を
略
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
盛
衰
記
で
は
兼
実

は
後
に
、
「
其
比
九
条
殿
摂
政
に
て
御
座
、
近
衛
殿
御
寵
居
也
」
（
巻
第
４
８
「
法

皇
大
原
へ
入
御
」
１
１
８
８
・
８
）
と
何
故
か
摂
政
に
就
任
し
て
、
突
如
物
語

に
現
れ
る
事
に
な
る
。

　
長
門
本
、
四
部
本
は
延
慶
本
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
両
本
は
盛
衰
記
と
は

逆
に
、
先
の
廿
一
「
斉
藤
五
長
谷
寺
へ
尋
行
事
」
の
頼
朝
の
兼
実
内
覧
注
進
を
、

廿
二
「
十
郎
蔵
人
行
家
被
搦
事
付
人
々
被
解
官
事
」
の
兼
実
が
内
覧
で
は
な
く

摂
鐘
就
任
と
な
っ
た
経
緯
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
延
慶
本
が
「
二
月
七
日
、

右
大
臣
月
蔑
摂
録
セ
サ
セ
給
ベ
キ
ョ
シ
、
源
二
立
被
取
申
ト
聞
シ
程
二
、
内

覧
ノ
宣
旨
ノ
下
タ
リ
シ
ヲ
」
と
す
る
所
を
、
十
二
月
廿
八
日
に
内
覧
宣
旨
と
す

る
の
で
あ
る
。
両
本
は
頼
朝
の
兼
実
内
覧
注
進
が
な
い
為
に
、
頼
朝
と
朝
家
と



の
遣
り
取
り
が
う
ま
く
噛
み
合
っ
て
い
な
い
様
に
受
け
取
れ
る
。

　
頼
朝
の
人
物
造
形
を
考
え
る
上
で
両
本
で
致
命
的
な
の
は
、
盛
衰
記
同
様
、

法
皇
の
評
価
と
許
容
と
い
う
裏
付
け
を
持
た
な
い
為
、
と
も
す
れ
ば
頼
朝
の
朝

廷
政
治
介
入
は
危
険
な
行
為
と
も
解
し
得
る
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
頼
朝
の
人

物
像
は
必
然
的
に
、
清
盛
や
義
仲
と
同
一
視
さ
れ
る
危
険
性
を
孕
む
も
の
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
屋
代
本
に
お
い
て
兼
実
に
内
覧
の
宣
旨
（
日
付
な
し
）
が
あ
っ
た
の
は
、
基

通
が
平
家
の
婿
で
あ
っ
た
為
で
あ
る
。
つ
ま
り
兼
実
内
覧
就
任
を
取
り
上
げ
る

が
、
頼
朝
の
注
進
に
よ
る
と
は
せ
ず
、
当
然
法
皇
の
頼
朝
の
政
治
能
力
へ
の
評

価
や
頼
朝
の
注
進
に
対
す
る
法
皇
の
許
容
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
な
い
。

屋
代
本
の
関
心
は
兼
実
と
基
通
の
立
場
の
逆
転
を
記
す
事
に
あ
り
、
延
慶
本
と

主
旨
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
延
慶
本
は
、
左
府
経
宗
の
弁
明
と
頼
朝
承
認
の
遣
り
取
り
を
載
せ
て
い

る
。
こ
の
記
事
の
存
在
自
体
が
義
経
に
頼
朝
追
討
の
宣
旨
が
下
賜
さ
れ
た
朝
家

側
の
非
が
経
宗
の
謝
罪
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
頼
朝
の
方
に
道
理
が
あ
っ
た
事

を
明
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
重
要
で
あ
る
。

　
頼
朝
の
許
に
使
者
を
遣
わ
し
、
安
堵
す
る
経
宗
の
記
事
は
、
武
士
で
あ
る
頼

朝
を
恐
れ
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
同
時
に
汗
水
に
な
っ
て
い
る
経
宗

に
対
し
て
、
「
謀
反
ノ
輩
二
仰
テ
可
被
諌
頼
朝
之
由
風
聞
之
間
、
恐
々
給
之
処
、

今
散
不
審
之
由
返
答
」
す
る
頼
朝
の
姿
は
、
極
め
て
大
様
で
あ
り
、
厳
正
さ
す

　
　
　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

ら
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

何
よ
り
注
目
す
べ
き
点
は
こ
の
記
事
の
位
置
で
あ
る
。
第
六
末
・
廿
一
「
斉

藤
五
長
谷
寺
へ
尋
行
事
」
の
注
進
で
、
「
可
預
議
奏
一
人
々
ノ
交
名
」
の
中
に

経
宗
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
頼
朝
の
経
宗
へ
の
怒
り
を
表
す
も
の

　
一
１
１
一

で
あ
る
。
だ
か
ら
弁
明
に
対
す
る
頼
朝
の
承
認
は
、
注
進
（
第
六
末
・
廿
一
）

の
後
に
置
か
れ
る
も
の
で
は
あ
る
。
弁
明
と
承
認
と
い
う
遣
り
取
り
が
実
際
に

あ
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
左
府
経
宗
は
日
ご
ろ
職
を
退
く
心
の
無
い
人
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
頼
朝
が
不
快
に
思
っ
て
い
る
風
聞
を
耳
に
し
て
、
経
宗
が
上

表
し
た
事
は
『
玉
葉
』
で
確
認
出
来
る
（
文
治
元
・
１
２
・
２
３
）
。
ま
た
『
吾
妻

鏡
』
に
は
、
関
東
家
人
入
洛
の
際
に
頼
朝
の
怒
り
は
経
宗
に
伝
え
ら
れ
、
「
去

冬
」
に
経
宗
が
釈
明
の
た
め
関
東
へ
使
い
を
送
り
、
頼
朝
が
そ
れ
を
認
め
た
事

が
見
ら
れ
る
（
文
治
元
・
ｕ
・
５
、
文
治
２
・
正
・
１
７
）
。

　
一
見
取
り
立
て
て
言
う
事
の
無
い
記
事
の
配
置
の
様
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

問
の
政
治
動
向
を
最
も
詳
し
く
載
せ
る
『
玉
葉
』
か
ら
頼
朝
の
注
進
（
第
六

末
・
廿
一
）
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
背
景
を
追
っ
て
み
る
と
、
左
府
経
宗
の
弁
明

と
頼
朝
承
認
の
遣
り
取
り
を
示
す
記
事
が
、
第
六
末
・
廿
二
の
注
進
の
後
に
配

さ
れ
る
意
味
に
気
付
か
さ
れ
る
。

　
ま
ず
京
で
は
、
義
経
等
の
申
請
に
応
じ
て
、
頼
朝
追
討
の
宣
旨
が
下
賜
さ
れ

た
事
を
、
頼
朝
が
不
快
に
思
っ
て
い
る
と
い
う
風
聞
が
再
三
飛
び
交
っ
て
い
る

状
態
に
あ
っ
た
事
が
分
か
る
（
『
玉
葉
』
文
治
元
・
ｕ
・
１
２
，
１
４
，
２
４
，
２
６
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

同
１
２
・
２
３
）
。
ま
た
頼
朝
追
討
の
宣
旨
に
は
、
宣
旨
が
下
賜
さ
れ
な
い
場
合
は

主
上
や
法
皇
、
公
家
達
を
西
国
に
伴
お
う
と
す
る
武
士
の
様
子
か
ら
、
保
身
第

一
と
し
て
理
由
の
無
い
宣
旨
を
発
布
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
（
『
玉
葉
』

文
治
元
・
１
０
・
１
７
，
１
９
，
２
１
）
。
つ
ま
り
朝
廷
側
は
頼
朝
に
対
し
て
負
債
が
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
頼
朝
は
そ
れ
を
突
く
よ
う
な
形
で
注
進
（
第
六
末
・
廿
一
）

を
送
っ
た
の
で
あ
る
（
『
玉
葉
』
文
治
元
・
１
０
・
２
５
、
同
ｕ
・
３
，
４
，
９
）
。

　
延
慶
本
は
こ
の
経
宗
が
謝
罪
の
為
に
使
者
を
送
り
、
頼
朝
追
討
の
宣
旨
の
事

を
不
審
に
思
っ
て
い
た
の
が
晴
れ
た
と
い
う
頼
朝
の
返
事
に
、
経
宗
が
安
堵
す

る
内
容
の
記
事
を
兼
実
摂
籔
就
任
の
後
に
据
え
る
事
に
よ
り
、
頼
朝
の
注
進

（
第
六
末
・
廿
一
、
廿
二
）
や
法
皇
の
判
断
に
、
義
経
等
の
申
請
に
よ
る
頼
朝

追
討
の
宣
旨
に
伴
う
負
の
要
素
を
介
在
さ
せ
な
い
事
に
成
功
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
配
置
の
妙
に
よ
り
朝
廷
の
立
場
は
守
ら
れ
、
兼
実
摂
籔
就
任
も
公
正
さ
が

保
た
れ
る
。
頼
朝
の
評
価
も
同
様
で
あ
る
。
延
慶
本
の
叙
述
で
は
、
朝
廷
側
の

負
債
と
い
う
雑
念
が
入
ら
な
い
、
正
真
正
銘
の
法
皇
の
発
意
に
基
づ
い
た
評
価

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
延
慶
本
第
六
末
・
廿
一
、
廿
二
に
み
ら
れ
た
頼
朝
の
注
進
は
、
実
質
的
に
は

清
盛
や
義
仲
と
同
じ
く
、
武
家
が
朝
廷
の
人
事
に
口
を
挾
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
頼
朝
の
そ
れ
は
清
盛
や
義
仲
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
「
威
君
一
借
臣
一
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

輩
の
処
罰
を
求
め
た
の
で
、
人
々
は
頼
朝
に
心
を
寄
せ
、
そ
の
名
代
で
あ
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

政
の
も
と
に
集
っ
た
。
「
可
預
議
奏
一
人
々
」
と
し
て
頼
朝
が
注
進
で
示
し
た

人
々
は
「
其
威
ヲ
振
ヒ
」
、
そ
う
で
な
い
人
々
は
「
其
威
ヲ
失
」
っ
た
。
そ
の

様
子
は
背
後
に
天
の
意
志
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
頼
朝
が
内
覧

に
注
進
し
た
兼
実
は
「
甲
斐
く
シ
ク
ミ
ダ
レ
タ
ル
世
ヲ
治
メ
、
ス
タ
レ
タ
ル

事
ヲ
ヲ
コ
シ
給
ケ
リ
」
（
第
六
末
・
廿
二
「
十
郎
蔵
人
行
家
被
搦
事
付
人
々
被

解
官
事
」
下
５
０
４
・
８
）
と
、
理
想
的
な
政
を
行
っ
た
。
経
宗
の
記
事
も
朝

家
の
非
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
清
盛
や
義
仲
の
そ
れ
は
悪
行
に
す
ぎ
な
か
っ

た
が
、
頼
朝
の
そ
れ
は
道
理
に
適
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
ミ
ダ
レ
タ
ル
世
」
を

正
す
礎
と
な
っ
た
。
第
三
末
・
七
「
兵
衛
佐
与
木
曽
不
和
二
成
事
」
で
頼
朝
は

行
家
に
対
し
て
道
理
を
示
し
て
い
た
が
、
第
六
末
・
廿
一
、
廿
二
の
一
連
の
頼

朝
の
叙
述
で
は
、
朝
家
に
対
し
て
で
さ
え
道
理
を
示
す
事
が
で
き
る
、
そ
の
厳

正
な
人
格
を
窺
う
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
第
六
末
に
は
頼
朝
の
手
に
よ
る
、
同
族
、
平
家
の
子
孫
、
平
氏
の
残
党
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

量
の
死
の
記
事
が
存
在
す
る
。
確
か
に
「
魔
王
」
的
な
頼
朝
の
姿
は
否
め
な
い
。

そ
の
頼
朝
が
「
盛
者
必
衰
」
の
論
理
か
ら
免
れ
得
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

ま
た
蓉
る
こ
と
は
な
く
滅
び
た
小
松
家
の
人
々
に
っ
い
て
も
本
稿
で
は
触
れ
る

事
が
で
き
な
か
っ
た
。
片
手
落
ち
の
誇
り
は
免
れ
な
い
が
、
紙
冨
の
都
合
も
あ

り
、
次
の
機
会
を
待
ち
た
い
と
思
う
。



注
一
１
）

一
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

　
千
明
守
氏
「
さ
ま
ざ
ま
な
『
平
家
物
語
』
・
諸
本
」
一
『
「
平
家
物
語
」
が
わ
か

る
。
』
所
収
　
Ｈ
９
・
ｕ
・
１
０
　
朝
日
新
聞
杜
一

　
麻
原
美
子
氏
「
平
家
物
語
の
視
角
…
本
文
系
統
論
を
め
ぐ
っ
て
－
」
一
『
文
学
』

３
８
Ｓ
４
５
・
６
・
１
０
）

　
佐
伯
真
一
氏
「
源
頼
朝
と
軍
記
・
説
話
・
物
語
」
一
『
中
世
文
学
研
究
書
３
　
平

家
物
語
遡
源
』
所
収
　
Ｈ
８
・
９
・
３
０
　
若
草
書
房
一

　
池
田
敬
子
氏
「
頼
朝
の
物
語
」
一
『
あ
な
た
が
読
む
平
家
物
語
４
　
平
家
物
語

受
容
と
変
容
』
所
収
　
Ｈ
５
・
１
０
・
１
　
有
精
堂
一

　
渥
美
か
を
る
氏
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
特
殊
な
性
格
」
一
『
軍
記
物
語
と
説
話
』

所
収
　
Ｓ
５
４
・
５
・
２
５
　
笠
問
書
院
一

　
覚
一
本
・
百
二
十
句
本
・
盛
衰
記
・
四
部
本
な
し
。
長
門
本
あ
り
一
十
七
・
上

十
六
一
。

　
（
１
）
と
同
じ
。

　
生
形
貴
重
氏
「
猶
武
勇
の
家
他
に
異
な
る
か
…
殿
下
乗
合
の
一
視
角
…
」
一
『
大

谷
女
子
短
大
・
紀
要
』
３
４
　
Ｈ
３
・
３
）

　
遠
城
悦
子
氏
「
『
玉
葉
』
に
お
け
る
九
条
兼
実
と
源
頼
朝
の
関
係
－
”
親
幕
派

兼
実
”
の
再
検
討
－
」
（
『
法
政
史
学
』
４
２
　
Ｈ
２
）

　
清
盛
の
そ
れ
は
静
憲
法
印
に
よ
っ
て
「
栄
耀
極
マ
一
ツ
一
テ
、
宿
運
ツ
キ
ナ
ム

ト
ス
ル
上
、
天
魔
彼
身
入
代
テ
加
様
二
悪
行
ヲ
企
」
一
第
二
本
・
柑
一
「
静
憲
法

印
法
皇
ノ
御
許
二
詣
事
」
上
３
２
３
・
７
）
と
語
ら
れ
て
お
り
、
義
仲
の
そ
れ
は

「
平
家
ノ
悪
行
猶
越
タ
リ
ケ
リ
」
一
第
四
・
三
十
「
木
曽
公
卿
殿
上
人
四
十
九
人
ヲ

解
官
ス
ル
事
」
下
１
７
３
・
１
４
）
と
平
家
の
悪
行
を
越
え
る
と
評
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　
武
久
堅
氏
「
平
家
物
語
に
お
け
る
摂
関
家
の
構
図
－
生
成
平
家
物
語
試
論
１
」

（
『
研
究
叢
書
蝸
　
軍
記
物
語
の
生
成
と
表
現
』
所
収
　
Ｈ
３
・
３
・
２
６
　
和
泉
書

　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

　
　
院
一

一
１
０
一
榊
原
千
鶴
氏
「
『
源
平
盛
衰
記
』
の
頼
朝
」
一
『
日
本
文
学
」
４
２
・
６
　
Ｈ
５
一

一
ｕ
一
　
一
１
０
一
と
同
じ
。

　
　
　
河
内
祥
輔
氏
「
朝
廷
と
幕
府
」
一
『
頼
朝
の
時
代
－
一
一
八
○
年
代
内
乱
史
－
』

　
　
所
収
　
Ｈ
２
・
４
・
１
２
　
平
凡
杜
一

一
１
２
一
水
原
一
氏
「
『
平
家
物
語
』
巻
十
二
の
諸
問
題
－
「
断
絶
平
家
」
そ
の
他
を
め
ぐ

　
　
っ
て
…
」
一
『
駒
沢
国
文
』
２
０
　
Ｓ
５
８
・
２
一

〔
付
記
〕

　
本
稿
で
使
用
し
た
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
は
、
以
下
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

尚
、
引
用
は
本
文
を
尊
重
す
る
よ
う
に
心
掛
け
た
が
、
異
体
字
や
当
用
漢
字
は
適
宜
常

用
漢
字
に
改
め
る
よ
う
に
努
め
た
。

　
『
平
家
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト

『
延
慶
本
平
家
物
語
』
一
『
延
慶
本
平
家
物
語
　
本
文
篇
上
・
下
』
一
北
原
保
雄
・
小
川
栄

一
編
　
勉
誠
社
　
Ｈ
２
・
６
・
１
０
一
。
『
長
門
本
平
家
物
語
』
二
平
家
物
語
　
長
門
本
』

一
国
書
刊
行
会
編
　
名
著
刊
行
会
　
Ｓ
４
９
・
１
０
・
１
７
一
。
『
源
平
盛
衰
記
』
二
源
平
盛
衰

記
』
一
国
民
文
庫
刊
行
会
編
・
発
行
　
Ｍ
４
４
・
７
・
１
再
版
）
。
『
四
部
合
戦
状
本
平
家

物
語
』
二
訓
読
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
一
高
山
利
弘
編
著
有
精
堂
Ｈ
７
・

３
・
１
）
。
『
屋
代
本
平
家
物
語
』
一
『
屋
代
本
高
野
本
対
照
平
家
物
語
こ
一
麻
原
美

子
・
春
里
旦
・
松
尾
葦
江
編
新
典
社
　
Ｈ
２
二
ｂ
・
１
一
、
『
屋
代
本
高
野
本
対
照
平

家
物
語
二
』
一
麻
原
美
子
・
春
田
宣
・
松
尾
葦
江
編
　
新
典
社
　
Ｈ
３
・
９
・
３
０
）

『
屋
代
本
高
野
本
対
照
平
家
物
語
三
』
一
麻
原
美
子
・
春
田
宣
・
松
尾
葦
江
編
　
新
典
社

Ｈ
５
・
６
・
１
２
一
。
『
覚
一
本
平
家
物
語
』
一
『
日
本
古
典
文
学
大
系
３
２
　
平
家
物
語
上
』

一
高
木
市
之
助
・
小
澤
正
夫
・
渥
美
か
を
る
・
金
田
一
春
彦
校
注
岩
波
書
店
　
Ｓ

３
４
・
２
・
５
）
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
３
３
　
平
家
物
語
下
』
一
高
木
市
之
助
・
小
澤
正

夫
・
渥
美
か
を
る
・
金
田
一
春
彦
校
注
　
岩
波
書
店
　
Ｓ
３
５
・
ｕ
・
５
一
。
『
百
二
十
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一



　
　
　
　
『
延
慶
本
平
家
物
語
』
に
お
け
る
源
頼
朝

本
平
家
物
語
』
一
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
平
家
物
語
上
』
（
水
原
一
校
注
　
新
潮
社

Ｓ
５
４
・
４
・
１
０
）
、
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
平
家
物
語
中
』
（
水
原
一
校
注
　
新
潮
社

Ｓ
５
５
・
４
・
１
５
）
、
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
　
平
家
物
語
下
』
（
水
原
一
校
注
　
新
潮
社

Ｓ
５
６
・
１
２
・
１
０
）
。

　
そ
の
他
の
テ
キ
ス
ト

　
『
吾
妻
鏡
』
一
『
全
課
吾
妻
鏡
第
一
巻
自
第
巻
一
至
第
巻
七
』
（
貴
志
正
造
訳
注
　
新
人

物
往
来
社
　
Ｓ
５
１
・
１
０
・
１
）
。
『
愚
管
抄
』
一
百
本
古
典
文
学
大
系
８
６
　
愚
管
抄
』

（
岡
見
正
雄
・
赤
松
俊
秀
校
注
岩
波
書
店
　
Ｓ
４
２
・
１
・
２
５
）
。
『
吉
記
』
一
『
増
補

「
史
料
大
成
」
吉
記
二
』
（
増
補
「
史
料
大
成
」
刊
行
会
著
　
臨
川
書
店
　
Ｓ
４
０
・
９
・

３
０
）
。
『
玉
葉
』
一
『
玉
葉
　
第
二
・
第
三
』
（
国
書
双
書
刊
行
会
編
　
名
著
刊
行
会
　
Ｓ

５
９
・
５
・
１
４
）
。

二
一
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